
◎学校教育目標◎ 
誇れる郷土大麻生に学ぶ 埼玉県一の中学生      

◎目指す生徒像◎ 
・自ら学ぶ生徒 

・思いやりのある生徒 

・たくましい生徒 

 ◎1月の予定 
 8日(金):授業開始日/防災訓練 9日(土):土曜授業日⑧ 

12日(火):交通安全指導日/給食再開 

14日(木):第3回中3テスト 

15日(金):新入生説明会/2年検証問題テスト 

18日(月):生徒朝会(給食委員会) 20日(水):2年GTEC 

22日(金):3年私立高校入試中心日 25日(月):学年朝会 

27日(水):1年GTEC 28日(木):3年くすり教育 

30日(土):土曜授業日⑨/1年生命(いのち)の授業 

◎くまなびスクール:13日/20日/27日 

１２   月 

日 曜 行 事 予 定 
完全下

校時間  

1 火 学級の日/ストーブ利用開始 16:30 

2 水 3年評定交換/くまなびスクール⑮/部活無  16:15 

3 木 第1回生徒会誌作成委員会/生徒会の日 16:30 

4 金 授業参観/第4回PTA理事会 16:30 

5 土  － 

6 日  － 

7 月 学年朝会/Ⅲ期時間割開始 16:30 

8 火 
3年生教育相談①/ノーチャイムデー/安全

点検日/SSW来校 
16:30 

9 水 
3年生教育相談②/1年新光苑講習会/くま

なびスクール⑯/部活無 
16:15 

10 木 3年生教育相談③ 16:30 

11 金 3年生教育相談④ 16:30 

12 土 第2回資源回収(小学校主催) － 

13 日  － 

14 月 生徒朝会(本部)/美化週間(～23日) 16:30 

15 火  16:30 

16 水 
環境の日/心のアンケート⑥/くまなびス

クール⑰/部活無 
16:15 

17 木 短縮日課①/部活無 15:40 

18 金 短縮日課② 16:30 

19 土  － 

20 日  － 

21 月  16:30 

22 火 短縮日課③/SSW来校 16:30 

23 水 短縮日課④/部活動無 16:10 

24 木 
短縮日課⑤/給食最終日/大掃除/ワックス

がけ(特別教室)/3年通知書配布日 
16:30 

25 金 
授業日(特別日課)/年内授業最終日/給食

無/部活無 
11:50 

26 土 冬季休業日（～1/7） － 

27 日  － 

28 月 仕事納め － 

29 火 年末年始休業（～1/3） － 

30 水  － 

31 木  － 

               校 長 稲 葉 俊 昌 

今日は、植松 努 さんを紹介します。植松さんは、北海道生まれ

の今年54歳、植松電機の社長さんです。植松さんには大きな夢が

あって、植松電機の仕事に加えロケットの打ち上げ開発を行ってい

ます。会社を引き継いだ当初は、随分と苦労をされたそうです。善

意だけでは仕事は成り立たず、陥れられたり騙されたりもしたそう

です。どうにか仕事が軌道にのり売り上げも増えたとき、児童養護

施設にボランティアに行きました。その時に、苦しい環境で生きて

いる子ども達と自分の苦しかった時代とが重ね合わさり、自分の夢

だった宇宙開発にチャレンジして、子ども達に夢をあきらめないと

いうメッセージを送りたいと考えるようになったそうです。 

植松さんの書いた本に｢あきらめない練習｣があります。その中

で、｢どうせ無理｣という考えに｢だったらこうしてみたら？｣と具体

的な方法を紹介して、｢夢をあきらめない｣ことを勧めています。本

の中で、｢挑戦する前に条件だけを見て、｢どうせ無理だ｣とやめてし

まうのは、手段を目的化している場合です。何もしなかったことを、

｢あきらめた｣と言うのはおかしな話です。もしかしたらこの世には

｢あきらめる｣という言葉はないのかもしれません。自分が困った

ら、｢だったらこうしてみたら？｣。他人が困っていたら｢だったらこ

うしてみたら？｣。｢あきらめる｣という表現を、｢だったらこうして

みたら？｣と置き換えたら、きっとあきらめない人生が始まりま

す。｣と話されています。 

｢どうせ無理｣という言葉は、人の可能性を奪います。やる前にあ

きらめ、考えなくなってしまいます。｢だったらこうしてみたら？｣

という言葉は、人の可能性を広げます。いくつか紹介します。 

○｢自分なんて｣が口癖→｢比べること｣で言い訳をしていない

か振り返る 

○教わっていないからできない→｢独学｣で学ぶと、すごく吸収

できる 

○反省なんかしたくない→正しい反省は、やがて発明になる 

○失敗することが怖い→｢できること｣しかやらないほうが

もっと怖い 

皆さんは、まだ社会にでている

わけではありません。学校は、学

ぶところです。力合わせて学ぶ喜

びを味わうところです。その中で

は、何回間違ってもいいんです。

逆に、学生時代の今ならば、間違

うという練習をすることができ

ます。是非、たくさんの間違いを

しながら、前に進んでください。

そして、失敗を恐れず、あきらめ

ることなく色々なことにチャレ

ンジしてください。そのことが

きっと、皆さん一人一人の｢埼玉

県一｣の夢や志の実現の役に立っ

ていきます。皆さんの健闘を応援

しています。 

植松 努 さんの考えに学ぶ～11月3日全校朝会～ 

熊谷市ジュニア議会 松井議員(下) 吉際議員(上) 



※学校だよりは、大麻生地区に回覧いたします。生徒の皆さんの写真や氏名等で載せることが差し支える場合には、担任を通じて
お知らせください。 

11月11日(水)に生徒会本部役員選挙が行われ、第74期生徒会本部役員が決定

いたしました。11月17日(火)には、任命式･引継ぎ式、委員長任命式が行わ

れ、生徒会活動の中心が3年生から2年生に移りました。新しく任命された本部

役員･委員長の皆さんには、学校教育目標｢誇れる郷土大麻生に学ぶ 埼玉県一の

中学生｣に向けて力強くリーダーシップを発揮することを期待しています。 

◎第74期大麻生中学校生徒会本部役員◎ 

 ○会長 2年 松井 さん  ○副会長 2年 吉際 さん・1年 福島 さん 

 ○会計 2年 飯嶋 さん・1年 下山 さん ○書記 2年 横山 さん・1年 岡田 さん 

 

 

 

 

 
 

選挙管理委員会委員長:小島 さん、副委員長･放送部部長:古澤 さん 事務部部長:引間 さん 演説部部長:大植 

さん 委員:門脇 さん、小林 さん、渡辺 さん、中島 さん、吉田 さん、小島 さん、原田 さん 

 今年度、新型コロナウィルス感染症の影響で、例年5月に予定していた体育祭を

実施することができませんでした。ようやく10月28日(水)に、体育祭の替わりに

｢麻中フェスティバル｣を、スローガン『コロナに負けるな！０から作る 麻中フェ

スティバル～この戦いに感謝を込めて～』のもとに開催いたしました。本校の伝統

である｢生徒の手で創り上げる体育祭｣というバトンを引き継ぎ、千島 委員長を中

心に実行委員会や3年生が進んでリーダーシップを発揮し、素晴らしいフェスティ

バルを開催することができました。その生徒の活動の様子に、大きな感動をいただ

きました。次は、2年生と1年生が3年生の志を引き継ぎ、さらに発展させてくれる

ことを期待しています。 

 ○優勝：3年2組(740点)、第2位：3年1組(720点)、第3位：2年2組(580点)  

実行委員長:千島 さん、副実行委員長:川渕 さん･マッカーシー さん、 

総務部長:松原 さん、種目部長:田島 さん、運営部長:飛田 さん 

今月、１年生では２つの行事を行いました。11月5日(木)に女子ラグビーチーム｢ARUKAS KUMAGA-

YA｣から4名の皆さんが指導者として来校さ

れ、タグラグビー教室を開きました。また、11

月18日(水)に 齋藤先生はじめ4名の先生方を指

導者にお迎えして｢箏の授業｣を開きました。初

めて演奏する楽器でしたが、齋藤先生に丁寧に

教えていただき、全員で｢さくらさくら｣を演奏

することができました。その後、箏と尺八の演

奏を鑑賞させていただき、日本古来の伝統芸能

の世界を堪能することができました。 

みんなでｼﾞｬﾝﾌﾟ 300点 3年2組 

1年学年種目 200点 1年1組 

2年学年種目 200点 2年1組 

3年学年種目 200点 3年1組 

全員リレー 300点 3年2組 

委員会名 委員長 副委員長 副委員長 

環境整備委員会 黒田 さん 中島 さん 原田 さん 

給食委員会 杉浦 さん 井上 さん 髙橋 さん 

広報委員会 小柳 さん 笹部 さん 細川 さん 

生活安全委員会 髙橋 さん 市村 さん 久保 さん 

委員会名 委員長 副委員長 副委員長 

体育委員会 久村 さん 石井 さん 石田 さん 

図書委員会 大槻 さん 小柳 さん 大河 さん 

奉仕委員会 四分一 さん 滝澤 さん 長谷川 さん 

保健委員会 深田 さん 飯田 さん 松田 さん 

(氏名は、役職･学年 

･五十音順です。) 

タグラグビー教室 

箏の授業 

1年学年種目 

２年学年種目 

３年学年種目 みんなでジャンプ 全員リレー 

生徒会本部役員選挙立会演説会 


